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発行

福井県大野市役所

　

（総務課広報係）

電話（代）6－3600

　

夜間6－3601

日収l」松浦印刷所

1
月
の
人
口
の
動
き

出生男57女26計63

死亡〃15〃17〃92

転入川50a・1434・293

転出〃117〃目74・234

　

世帯9．312

人日45．031そB：玩

お
も
な
こ
と
が
ら

【1面】△巾議選17

口投票△決算，ぶ定

など議決八奥越剛

発協絹連合会が宛

足△町の災宍にご

沁．び

【2面】乙新議はに

はこんな人を△記

録破りの人吉△賑

わった奥越ゲレン

デ△保江悶人園巾

し込み

7日告示、17日投票

市議会議員選挙日程きまる

　

巾選挙竹理友は会は、2川20日でぼ

期満fとなる巾議会議は選学の日程を

つぎのように決定しました。

市議会議員選挙の告示2月7日

立候補締切2月12日

投票日2月17日

開票2月18日

○政治屋でなく政治家を

　

巾議会は、巾政の執行磯関である巾

丘・から提案される予算関係をはじめ、

i！】｀奴の4（要な施策を‘臨凌決定する、波決

機関て≒話□の定数は30名です．、こん

1｀4年間、巾民の代表として働いても

らう人を選ぶいちぱんだいじな選回で

す。身近かな選乍だけに、とかく情実

や縁故にとらわれがらがですが、こん

どの巾議会議は選挙には。一人の違反

者もださないよう、候蜷

も、よく選挙法を守り、情実や縁故に

とらわれた投票をせず、自分の正しい

判断で立派な政治家に投票してくださ

い。

○入場券は2日に配布

　

基本名簿に登録されている人の入場

券は。2月2日までに各事務嘱託以さん

へ発送します。もし4日ごろまでに入

場券が届かない人は名簿もれか。移転

先（市内移動）が不明でJ，」｜かないかのど

ちらかです。このような場合は、すぐ

選挙管理委員会（市役所総務課内）へ照

会し、名簿もれの場合は、必ず2月8日

午後5時までに補充選挙人名簿のn録

申請をしてください。

○市外に住所を移動した

　

者は投票できません

　

選ゲ怜があり、入場券が配布されて

いても、投票日「2J」17日）までに庄所

を巾外へ移した者は、選挙柿がなくな

り投票はできませ人、

○不在者投票は

　

16日まで

　

投票目の当日、やむを

りない川務や業務などで

巾外に田てどうしても投

票萌へ行って投票するこ

とができないは込みの人

は、2ツロから16日の午

後5時までに、私入が選

乍管麗友員会へ出向いて

不な者投柴をしてくださ

りへo

　

この場合、官公庁、会

社、事業所等に豊窃して

いる人は、・’rr’，3＾長の、公

川桂川のため、当日不在

である旨の証明書、産婦の方は、医師

か助産婦の証明書を提出してくださ

い。

　

また、告示（7日）以前から社用や業

務のため巾外に滞在している者は、事

業主の、IE明書と不在者投票用紙交付申

請、！lを、市の選挙管理委員会へ送付し

てください。この場合、書類が不備の

ときは投票用紙の交付はできませんか

ら十分注意してください。証明書用紙

は選挙管理委員会に準備してあります

　

なお繰上げ投票区の者の不在者投票

は15日までです。

登録申請は4～8日

補充選挙人名簿

　

巾議選は、昨年引JI5日現在でつく

られた雌本名簿と、新たに2月3日坂

自ミでつくられる岫充選￥ミ人、名簿によつ

ておこなわれます

たとえ選挙権があ

っても、選挙人名

簿に名前がのって

いないと、投票が

できません。つぎ

のような方は、も

れなく補充選挙人

名簿の申請をして

ください。

　

登録資格者

（イ）昨年9月15日

　

現在の簾本名簿

に登録もれの人

（口）昭和17年12月22日から昭和18年2

　

Lj4日までに生れた人

（・ヽ）昭和37年6月15日から昭和37年I1

　

川3日までに、他の市町村から転入

し、引続いて居住している人

申請期間2月4日ヽ8日午後5時まで

調製期間2月9日～10日

縦覧期間2月11口～12日、市役所

において

　

異議決定期日2月13日

　

確定期日2月14日

な加申請用紙は各事務嘱託員宅または

市役所、各出張所に準備してあります

また基本名薄は、補充申請の期間中、

市役所、各出張所で縦らんいたします

5つの投票所は16日投票

　

宝慶寺、若生子、上打波．下打波、

嵐の5投票所は、積雪多ほのため、投

票を1日繰上げて16日に行なわれます

立候補予定者会議

　

選挙管理委tTI会では、市議会議ほ選

挙が、選挙法にもとづいて公正明朗に。

おこなわれるよう、つぎのとおり選挙

説明会を開きます。

　

立候補する予定のかたはもちろん、

各川1体の代表者、選挙

運動をしようとされる

かたがたは、ぜひ出席

してください。

　

とき2月4日午後

　　　　　

1時

　

ところ市役所第3

　　　　　

会議室
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決算認定など3議案可決

さよなら市議会

　

現議鼠任期最後の臨時市議会はμ］

21日開かれ、前【0；の議会で特別蚕は会

に付託されてt。ヽだ36年度決算認定など

3議案について審議がおこなわれ。い

ずれも原案通り可決されました。議案

内容はつぎのとおりです。

△起債と償還方法について

（イ）保育所、学校プール建設事業費に

　

充当するため．400万円を大蔵宵資金

　

運用部から年6分5厘以内で借り入れ

（ロ）尚徳中学校の建設費に充当する

ために880万円を、郵政宵簡易保険

りから年6分5厘以内で借り入れ、

（ハ）総合聞発事業債3007j円を、福

井県知4iから年6分3厘以内で借り入

れをすることになりました、、

△旧町村吏員の退隠料関係条例の一部

　

改正について

こんど恩給法の一部改正にともなっ

て、これまで市が支払っていた旧町

村時代の吏はに対する退隠料がヽF均

14％と引き上げられました。（該当

者7名）

△36年度決篇：認定について

12J」の定りi』議会で決算特別蚕は（8名

）に附託され、長期間にわたって審

だされていたもので、内容はっぎの

ようです。

〔一般会計〕

歳入総額6億2千55万円

歳出総額5億9干290万円

差引2千765万円の黒字となってお

り、37年度へ繰りこされています。

歳入では市税、財産収入、使用料及

び手数料などの自1ミ財源が2億7千72

　

7万円（約451）．地方交付税．国川

　

支出金．佃心々どの依作財源は3億4

　

千・324万円（約5596）となつでいます

　

〔特別会計〕

　

閥民健康図険歳入5千681万円

　　　　　　　　

歳出5千262万円

　

土地区画協興戚人1千95万円

　　　　　　　　

歳出1千991万円

　

（不足額8％万円は37年度の巌入繰上

　

充川金で哺恚された）

　

簡易水遭他71j業関係歳入788万円

　　　　　　　　　　　　

歳出754万円

　

詳しいことは大野市財政公表占をご

覧ください．

常時バケツに水を
火災予防にご注意

　

このぎは多ほの砧雪に見舞われ、万

一火災が発生した際は消防活動に支障

を米たすおそれがあります。そこで各

家庭でも火気使用については特段のご

注意をお願いします。万一に備えて、

各町内や部落におかれても次の点にご

協力ください。

①各町内や部落の水路は、いつも消防

　

の為に使用できる水を流しておくよ

　

うにしてください。水路が雪でおお

　

われたり、つまつたりしたら除雪し

　

てください。

②道路は雪のため自動車の通行が不能

　

の場合でも、小型ポンプのソリが通

　

れる程度（幅177z）に踏みならしてく

　

ださい。上木出張所や市で機械によ

　

る除雪を行なうときは、進んでご協

　

力ください。

③積雪時の火災通報は遅れがちになる

　

ので、近くの人に大声で知らせると

　

ともに口19番」（阪谷・五箇地区は「火

　

事」）の電話で消防署ヘー刻も早く知

　

らせてください。

④雪のため煙突や電線が損傷していな

　

いかよく注意してください。

⑤屋根雪おろしはり＝t目におこない、公

　

共建物についてもご協力ください。

⑥各家庭には常時バケツに水を用意し

　

ておいてください。

　　　　　　　　　

－消防署－

500万円が灰に

　

昨年中の火災

　

市消防署で、この程昭和57年の火災

統計がまとまりました。この統計によ

ると市内の火災総件数は26件（14日に1

件の割）損害額は529万1千100円（1は帯

当り約568円）となっています。

　

原囚別ではマッチがトップで、つい

でこたつ、電気こたつ、たばこ、たき

火の不始末の順で、このほとんどがち

よっとした不注意がその原因となって

います。

奥越開発協同組

合連合会が発足

物資調達輸送の促進

　

ことし5月から着工される奥越電源

開発工軸こ協力するため、大野巾、和

泉村の商工業者による奥越開発協同組

合連合会の設立総会がさる14日市没：所

で行なわれました。

　

連合会は、大野市木材協同組合をは

じめ、食料品協同組合、農協など、大

野市、和泉村合わせて121－11体（市内の

加入者1．174人）で組織され、近く着工

される電源開発工事に必要な物資の調

達と販売や共同運送体制の強化にっと

め、会員相互の経済的向上を図るため

朝日、大谷、大野に販売所や倉庫を新

設し、共同事業に着手する運びとなっ

たものです。

　

なおりf務所は、大野市内と朝日に設

置されます。

風見鶏

ｙ
こ
と
し
ほ
ど
長

期
に
わ
た
っ
て
、

雪
の
た
め
に
交
通

機
関
が
マ
ヒ
し
た

こ
と
は
殼
近
に
な

い
。
ブ
ル
ト
’
ザ
な
ど
の
新
機
動
力
の

あ
る
今
日
に
お
い
て
な
お
、
も
っ
と
す

ば
ら
し
い
も
の
が
な
い
か
な
ど
と
思
わ

せ
る
程
の
豪
雪
で
あ
る
。
▼
積
雪
記
録

的
に
見
る
と
、
当
市
平
坦
部
で
本
年
一

月
二
三
日
現
在
で
二
二
〇
ブ
て
こ
昭

和
一
四
年
の
二
六
〇
セ
ン
チ
に
迫
る
も

の
で
あ
り
、
唄
後
最
高
の
積
雪
ほ
を
記

録
し
た
。
今
後
の
状
況
で
は
史
に
こ
れ

ら
の
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
も
遡
え
ら

れ
る
。
た
だ
一
時
的
な
集
中
降
雪
で
あ

り
、
ま
た
ハ
シ
ゴ
降
り
で
あ
る
こ
と
も

こ
と
し
の
特
徴
で
あ
名
。
雪
と
は
こ
う

し
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
教
訓

を
残
し
た
。
▼
昔
は
雪
へ
の
諦
観
か
ら

人
為
的
な
施
策
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
「

長
々
と
川
一
筋
や
雪
の
原
」
「
宿
か
せ

と
刀
な
げ
だ
す
吹
雪
か
な
」
は
今
も
変

り
は
な
い
。
北
国
人
の
特
長
で
あ
る
ネ

バ
リ
強
さ
も
雪
の
忍
従
か
ら
く
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
人
の
足
跡
を
踏
み
違
え
な

い
よ
う
に
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
歩
む
こ
と
も

ま
た
人
よ
り
は
思
い
切
っ
た
こ
と
を
す

る
こ
と
の
チ
ユ
ウ
チ
ヨ
性
も
、
実
は
長

い
雪
道
か
ら
の
教
訓
で
あ
ろ
う
か
。
▼

最
近
現
代
人
の
雪
へ
の
じ
I
覚
は
極
度
に

生
活
化
さ
れ
た
。
ス
キ
ー
な
ど
の
ウ
イ

ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発
達
や
、
あ
ら

ゆ
る
交
通
機
関
、
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
に

よ
る
も
の
だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
な
お

悲
劇
は
後
を
断
だ
な
い
。
冬
山
の
迪
難

交
通
事
故
、
防
雪
、
火
災
等
の
災
害
、

お
よ
び
避
難
対
策
等
に
、
健
‥
え
ば
ま
だ

　

「
雪
の
科
学
」
の
無
即
解
に
よ
る
こ
と

を
反
省
す
べ
き
で
あ
る
。
▼
そ
し
て
一

度
日
を
転
す
れ
ば
、
相
』
の
無
輿
解
か

ら
く
る
み
に
く
い
争
い
は
人
間
礼
会
に

後
を
断
だ
な
い
。
こ
れ
ら
世
■
＾
L
．
、
社
会

の
世
相
の
融
四
期
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
処

に
あ
り
や
。
あ
の
細
々
と
続
く
当
道
を

歩
く
人
々
が
、
例
え
、
見
知
ら
ず
の
人

々
に
で
も
、
老
い
を
、
ぴ
を
、
子
供
を

い
た
わ
り
合
い
、
道
を
譲
り
合
う
あ
の

暖
か
い
気
持
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
当
閥
に
生
ま
れ
た
幸
せ
は
あ
の

雪
八
を
生
か
す
こ
と
に
あ
る
、
？
最
後

に
こ
の
純
白
な
。
雪
の
降
り
桔
む
道
を
、

占
議
。
逍
価
の
違
厦
行
為
で
汚
さ
ぬ
よ
う

私
た
ち
は
心
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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＝転剛舶ぽぱ似4141 公
私
を
は
つ
き
り
と

　

わ
れ
わ
れ
市
民
の
代
弁
者
で
あ
る
市
議
公

議
は
の
改
選
も
‐
…
前
に
迫
っ
て
き
た
。
巾
宅

足
以
来
9
や
九
年
‐
を
迎
え
る
今
‐
、
選
挙

民
は
名
実
共
に
人
野
巾
に
ふ
さ
わ
し
い
民
ト

政
治
を
進
め
て
く
れ
る
人
を
選
ば
ね
ば
な
ら

な
い
。
私
は
先
ず
第
に
教
育

に
深
い
関
心
と
理
解
を
も
ち
、

特
に
社
会
教
育
に
熱
心
な
ん
、
を

選
び
た
い
。
池
田
灯
相
も
最
近

に
な
っ
て
よ
う
や
く
人
づ
く
Q

政
策
を
盛
ん
に
口
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
社
公
教

育
に
お
い
て
、
す
で
に
ト
余
年

面
か
ら
叫
ば
わ
て
い
る
こ
と
が

ら
で
あ
る
。
什
公
敦
育
の
闘
口

は
非
常
に
こ
い
、
附
の
中
の
す

ぺ
て
の
こ
と
は
汁
公
教
育
に
I

す
る
と
い
っ
て
も
過
。
は
で
は
な

ト
。
む
に
負
は
L
へ
づ
く
り
、
む
ら
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
た
だ
ち
に
人

野
巾
政
に
反
映
す
る
訳
で
あ
る
。
こ
う
い
う

人
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
ん
、
達
で

人
野
市
巌
会
が
運
営
さ
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に

巾
政
に
プ
ラ
ス
す
る
だ
ろ
う
：
：
と
想
像
し
た

だ
け
で
も
う
れ
し
く
な
る
。

　

次
に
公
私
の
別
の
は
つ
き
り
し
た
人
を
選

び
た
い
。
公
私
を
混
合
す
る
よ
う
な
人
は
、

議
は
と
し
て
の
資
格
が
な
い
と
信
じ

ま
す
。

　

議
員
バ
ッ
ジ
に
恥
じ
な
い
人
を

　

第
三
に
議
員
と
し
て
の
フ
ラ
イ
ト

を
も
ち
、
住
民
の
生
活
に
つ
い
て
貞

剣
に
考
え
て
く
れ
る
ん
、
を
選
び
た
い

議
は
バ
ッ
ジ
が
泣
く
よ
う
で
は
閑
る
●
胸
の

バ
ッ
ジ
が
ニ
ッ
コ
リ
笑
う
よ
う
な
人
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
以
ヒ
ス
点
に
留
意
し
て
総

合
的
に
こ
の
条
件
に
マ
ッ
チ
す
る
L
へ
を
選
び

た
い
。
私
の
意
見
に
I
L
へ
で
も
多
く
の
ご
賛

同
が
り
ら
れ
れ
ば
か
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

L
桝
柵
咋
海
（
3
0
）
（
公
務
は
）

私
達
の
幸
福

の
た
め
に

　

仏
匯
、
り
し
ぺ
は
．
、
毎
日
の
生
犬

に
迫
わ
わ
、
政
｛
に
余
り
聞
‐

を
持
た
な
ト
か
た
む
き
ｙ
ふ
り

ま
す
。
白
‥
竹
で
こ
う
あ
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
と
川
j
P
＼
J
t
D
＾
。
C
．
＊
’
｝
ら
め

の
乱
持
が
完
だ
っ
て
、
ど
う
も

砧
極
性
に
欠
け
て
る
よ
う
で
す

　

良
い
政
冶
は
、
良
ト
生
店
に

心
絣
す
る
も
の
て
す
、
北
の
y
‥
ご

採
で
木
年
の
巾
会
廠
0
選
予
に

は
今
ま
て
の
あ
り
か
た
を
正
し
ト
‐
で
］
＞
？
つ

め
、
よ
よ
で
り
え
ら
れ
た
岬
い
ト
椛
を
ど
涯

に
吋
使
し
、
八
八
な
の
為
の
巾
政
が
な
さ
わ

明
る
レ
楽
し
い
人
野
、
進
歩
向
L
し
て
I
‐
く

ト
ヘ
野
で
あ
る
よ
う
心
が
け
た
ト
も
の
で
す

　

こ
の
様
な
甑
持
ち
か
ら
今
度
の
巾
公
議
は

の
選
乍
に
は
、
次
の
よ
う
な
ノ
、
を
送
び
た
い

’
こ
思
に
い
ま
す
。

正
義
を
つ
ら
ぬ
く
人

ぺ
人
野
巾
の
将
載
の
‥
兄
通
し
を
き
か
せ
、

　

仏
利
私
欲
を
す
て
巾
民
全
体
の
が
陥
を
願

　

っ
て
く
だ
さ
る
万
．

．
．
、
正
し
く
な
い
政
治
と
わ
か
り
な
が
ら
、

　

そ
れ
に
ま
き
込
ま
れ
る
の
で
な
く
、
断
固

　

と
し
て
正
し
い
政
治
に
ふ
み
切
れ
る
ん
、
、

　

題
わ
か
っ
‘
り
や
ト
る
け
ど
や
め
ら
れ
な
い
I

　

は
絶
吋
に
許
せ
な
い
．

．
．
．
ノ
．
ひ
よ
り
み
一
な
L
へ
で
な
く
、
政

　

池
上
の
意
兇
を
弁
論
に
よ
っ
て
帽

　

T
に
理
解
を
求
め
、
多
数
の
昧
与

　

を
作
ら
れ
る
L
へ
．

四
、
金
や
情
実
で
昧
巧
を
作
ら
ず
、

　

政
冶
を
腐
敗
に
導
か
な
ト
‰
念
の

あ
る
与
。

　

し
い
に
し
て
に
え
。
は
、
デ
モ
々
ラ
シ
ー
を

地
で
ゅ
く
L
へ
と
い
う
小
に
な
り
ま
す
が
、
L

権
者
で
あ
る
私
枕
一
L
ヘ
人
が
金
や
帖
実
に

又
は
う
わ
さ
に
ま
よ
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
分
自
身
の
判
断
で
最
も
適
桁
な
人
を
送
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

亀
山
ト
占
田
廿
キ
ノ
（
5
4
）
（
L
婦
）

記録破りの大雪／

市民の皆さんご協力を

　

12月50日から降り続1，ヽた雪は、巾内

で5房を超える記録破りの大雪に兇舞

われ、家屋の倒壌が出るなど、巾内の

交通はまったく途絶状態となり、これ

までの調べに。よると、その被宵制は約

2億5千万円となっています。

　

巾では22日から、県ならこyこ地・Lt

片の協／Jをえて。ブハトーザ6背を借

りtこげ、野ミ盾、べ間をはじめ、巾内の

11要路線の除雪に令プJをあけています

　

除雪順序としては、二淆、六問、六

川師線、jjl簡線、上ロモ線、小山線など

のITI通、県道の除雪が終りしだい、巾

心の除富にあたります。

　

しかし、川自モの磯勤りでは。とうて

い心内令般にわたる除占には、そうと

うの期問がかかりますので、ブ、し卜－

ザが出向いたときは、一一刻も9く交通

の確保ができるよう、皆さんの絶大な

るご協ノJをお願いします。

　

また巾では、雪害対策本部を設け、

艮期間にわたる降雪のため、市街の生

洒品も或をつき、これらの必要物資の

確保に全力を挙げています。また自衛

隊機動部隊の派遣を申請しています。

　

国に吋しても特別交付税の増額と、

豪雪地域特別借覧法の適川を受けるよ

う運動を行なっています。

（写μは機動力による衝内の除雪作業）

贈与税の申告と納税

2月1日から28日まで

　

昭和97年分の贈与税の申告と納税は

2田日から同月28日までとなっていま

寸’。

　

昭和37甲丿引日から同12／131「jまで

の日目周を通して、他の人から贈与を

啜けた二財産の価額が20万円をこえる人、

または10削1j以上の財4の贈与をうけ

たノぐご、その前印または前々年に同じ

人から10万円以上の贈与をうけたノヽ、は

削与泌の申告をしなければなりませ人

　

贈汀とは、財産を無償で名義変更す

るほか、tl地の買人れ、家Mの新築、

昧人のTiKix仏込、哨貯金の浪人契約

竹における資金的な援助も介みます。

　

（計細は大野税務’桝でどうぞ1）

保育園の人園申込み

　

2月1日から受付け

　

dパ・l保育園。人野。義以、斥目の3

力叫でことし4月からのノ、園児（2歳～

6歳）120名を馨集しております。人園

希望のお子さんをお持ちの方で、つぎ

に該当する方は2月末日までに福祉事

務所へ申し込んでください。

Λノ、閤何物必

イ、母親が昼間居宅外で労働し、他に

　

絹代の面倒をみる者がいない。

ロ、両親が昼間居宅内で子供とはなれ

　

て家業に従事して、于供の面倒をみ

　

る者がいない。

・ヽ、ほ親のいない家庭で、子供の面倒

　

をみる者がいない。

二、家庭に長明にわたる病人があうて

　

ほ親が看病にあたっているために、

　

月代の面倒をみる者がない場合。

保母採用試験

　

建設中の存FI保育園が4月から開園

されますので、次のとおり保母の採川

試験を行ないます。

△採川予定人は4名

△受験資格昭和124ミ4月2H～昭和20

　　

年4月1日までに生れた方で、高等

　　

学校卒業以上の学力を有し、保阿＝

　　

の試験にき格した者・。

A試騒期日、与法

　　

日時2月25日午後1時

　　

場所l田；と所応接賞

　　

方法口述試騒と作文試験

△合格発表3月上旬に合格者に通知

　　

する。

△受験手続受験願書（B5判上質紙、

　　

様式は随意、ただし横書）に本人

　　

の写真をはり、保母：資格証明書の

　　

り、吸歴μ。μj暗謄本、最終学咬

　　

9業証明μを添えて、総務課へ捉

　　

出してください。

A受け付期間2q5日～2月15日まで

　

なおくわしいことは総務課へ問い合

せくださいっ

幼稚園教諭募集

　

巾教育委は会では、l↑了立幼稚園の教

諭をつぎのように募染いたします。

イ、受験資格幼稚園教諭の免許状を

　　

有する50歳未満の女子

ロ、試験の方法に1述試験と作文試験

・ヽ、受験手続受験願刄に幼稚園教諭

　　

免許状の町、喫歴、11、戸籍謄本、

　　

最終学校卒業証明月を添えて巾教

　　

育委は会へ提出してください。

二、受け付期間2引日～2川28日

ホ、試験期日、場所については後ほど

　　

本：人に通知します。

なお受験についての問い合せは巾教青

ぶL1会・y，

靖国神社参拝

　

申し込みは2月末日まで

i皇族の靖國神社参拝はことしも5月

18日から1週聞次のどおりおこなわれ

ます。参加希望の方は2月末日までに

会費をそえて市の福祉事務断へ申し込

んでください。

△おもな旅行兇

　

熱海、十国峠、箱根、江ノ島、鎌倉

咲浜、羽田空港、束京、口光、外光寺

にi倉温泉

△旅行日程出発3月18日午後4時50

　

分柘i井発特別臨時列車（米原経由）

　

帰む3月24日午前4時55分福井着

　

（直江津経由）

△会費8千200円

△携行品弁当2食、洗面貝と日用品

△注意国鉄の無賃バスや割証を利用

　

されるアむは、出発1週間前にお知ら

　

せください。

賑わった奥越ゲレ・ンデ

　

だがうらめしい豪雪

　

人：晦…から11ミ

ロの連休にかけ

て．ぺ呂帥、鮑隔

拘以の各スキー

川へおしか：けこ

スキーヤーは約

8千3007、で、ど

のスキー場も拓

浅は、こ″、ヒにぺ

川師スキー場は

フ￥一山、r乃丿資χ

さとナイター駿備などが人気を呼λで

延6T／、がっめかける朧況ぶりに、地

几の人達はうれしい悲鳴をあけるー・沿

もありました。これらスキー客のほと

八どは関四万面からの客です。

　

ト川本客も削ついで訪れ、その筆頭は

13口から3日間にわたって開かれたi4ミ

経新聞社1モ催によるスキー教室で、223

人、が参加しています。これまでに訪す

れたスキーヤーは、9スキー場を合せ

て延1万2T・べぐらいと巾商工課ではみ

ていますが、これらのノヽ、達が巾内へ落

していったお金は、ざっと660＞j円程

度と云われています。

　

しかしj6日以降の大雪で1↑j内の交通

機関は完全にストップしたため、各ス

キー場とも地心の子はたちの姿がちら

ほら見受けられる罹度で、関係者は交

通機関の1，陶］開通を噸っています。

第5回市民スキー大会

○即］日2（124日

○会場彷原スキー嚇

○出場規定1名旧…（リレーを除く）

　　

防地区とも□剔」5名以内でそのう

　　

ち1名が地区吋抗選手を兼ねる。

　　　

（当ほ地区対抗選手の変更はでき

　　

ない）

○出場資桁人野巾民で中部日本スキ

　　

ー大会以ilの大会に出場したこと

　　

のない。人。

○競技種日〔滑降〕500a中学男子

　　

20卵・一般リJ子（40才以上）同一般

　　

な卜子、同小学リji’Cオーブン）100

　　

叫い汪

　　　

〔回転〕200W中学り汀、100m，同

　　

父子、300房一般リ］｛■

　　　

〔大回転〕700m一般W子、300m

　　

同（35才以上）、200a中学女子、

　　

同一般（‾F

　　

〔距離〕4．000s一般リJ于、2．000

　　

堺中学リJ子

　　

〔継走〕4，000S一般男子（中学生

　　

2名、一般2名）

○申込期日2引4日午後5時まで

○申込方法各地区休協長より所定の

　　

申込川紙に記人のに、巾敦委社会

　　

教育課あて

11むかリママさん
貯薔増強特別運動

／11M20n

～3M3in；

アホナコッチャ．／

あほなこっちや／

　　　　　

節分

「出て行きますからカンジキを

貸してください」一鬼一
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